
　

水
産
ち
ば
を
謳
う
我
が
県
で
、
す
で
に
三
校
し
か
な
い

水
産
・
海
洋
科
学
系
列
学
校
の
一
つ
を
な
く
し
て
し
ま
う

こ
と
は
、
地
域
力
の
低
下
・
産
業
の
担
い
手
の
減
少
に
も

繋
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

統
合
に
あ
た
っ
て
、
校
舎
は
大
原
高
校
を
使
用
す
る
と

あ
り
ま
す
が
、
大
原
高
校
の
敷
地
は
狭
く
、
統
合
し
生
徒

が
増
え
る
と
な
れ
ば
、
校
舎
が
不
足
す
る
た
め
に
新
た
に

用
地
を
取
得
し
、
校
舎
も
増
築
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
県
は
厳
し
い
財
政
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

郡
部
に
お
け
る
生
徒
数
の
減
少
は
か
ね
て
か
ら
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
一
ク
ラ
ス
の
人
数
を
都
市
部
と
同
じ
人
数

に
揃
え
る
必
要
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

地
域
の
実
情
に
沿
っ
て
、
少
人
数
を
活
か
し
き
め
細
か

な
教
育
が
で
き
る
、
郡
部
な
ら
で
は
の
教
育
を
行
う
こ
と

も
ま
た
一
つ
の
選
択
肢
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

　

ま
だ
ま
だ
検
討
の
余
地
は
あ
り
ま
す
。

　

い
か
に
し
て
地
元
高
校
を
存
続
さ
せ
る
の
か
、
存
続
の

た
め
に
何
を
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
。

猿
田
市
長
は
じ
め
、
地
元
の
皆
様
と
し
っ
か
り
連
携
を
と

り
な
が
ら
、
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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昨
年
十
一
月
に
、
県
教
育
委
員
会
か
ら
勝
浦
若
潮
高
校

の
統
廃
合
案
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
だ
正
式
に
決
定
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ

の
ま
ま
で
は
勝
浦
若
潮
高
校
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

市
制
施
行
の
条
件
で
も
あ
っ
た
高
校
の
存
在
は
、
地
域

の
文
化
や
経
済
を
支
え
る
非
常
に
重
要
な
意
味
が
あ
り
、

ま
た
、
存
続
の
有
無
に
よ
っ
て
は
Ｊ
Ｒ
の
列
車
の
運
行
に

も
大
き
な
影
響
が
出
て
く
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
勝
浦
市
内
で
は
統
合
反
対
の
署
名
活
動
も
行
わ

れ
、
十
二
月
十
五
日
の
段
階
で
一
万
二
千
筆
が
集
ま
っ
て

お
り
、
ま
た
私
も
行
く
先
々
で
統
合
に
つ
い
て
の
質
問
や

相
談
を
受
け
、
皆
様
の
興
味
と
関
心
の
深
さ
が
う
か
が
え

ま
す
。

　

県
は
前
年
に
協
議
を
行
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
中
で
「
ま
ず
二
校
案
あ
り
き
で
は
な
く
、
現
状
維
持

（
四
校
）
か
ら
三
校
へ
と
段
階
を
踏
ん
で
行
く
べ
き
で
は
な

い
か
」
と
い
う
声
も
挙
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ら
事
実
は
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
周

知
さ
れ
て
お
ら
ず
、
新
聞
報
道
で
初
め
て
知
っ
た
と
い
う

方
が
圧
倒
的
に
多
く
、
戸
惑
い
や
怒
り
が
目
立
ち
ま
す
。

　

勝
浦
若
潮
高
校
は
一
九
〇
一
年
に
「
勝
浦
水
産
補
習
学

校
」
と
し
て
設
立
さ
れ
て
以
来
、
一
一
〇
年
に
も
及
ぶ
歴

史
と
伝
統
を
持
つ
学
校
で
す
。
漁
業
・
水
産
と
地
域
産
業

の
振
興
と
発
展
に
深
い
関
わ
り
の
あ
る
、
全
国
で
も
有
数

の
特
色
あ
る
学
校
で
し
た
。

　

二
〇
〇
五
年
の
御
宿
高
校
と
の
統
合
の
際
、
魅
力
と
特

色
あ
る
学
校
を
作
る
と
し
て
県
内
で
も
数
少
な
い
総
合
学

科
を
設
置
し
ま
し
た
が
、
合
併
当
初
よ
り
定
員
割
れ
が
続

き
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

◆
10
月
◆

19
日　

観
光
立
県
推
進
議
員
連
盟

	

県
内
視
察

24
日　

参
議
院
議
員
石
井
準
一

	

「
向
か
う
べ
き
場
所
を

	

　
語
る
集
会
」

25
日　

国
道
２
９
７
号
線
促
進
会
議

29
日　

県
議
会
リ
ポ
ー
ト
折
り
込
み

31
日　
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

	

建
設
促
進
会
議
総
会

◆
11
月
◆

１
日	

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
夷
隅
ブ
ロ
ッ
ク

	

選
手
権
大
会

	

シ
ル
バ
ー
ガ
ー
デ
ン
理
事
会

	

参
議
院
議
員
猪
口
邦
子
を

	

励
ま
す
会

３
日	

勝
浦
若
潮
高
校
文
化
祭

５
日	

「
い
っ
し
ん
」２
号
折
り
込
み

５
日	

い
ん
べ
や
ぁ
フ
ェ
ス
タ

９
日
～
11
日

	

県
土
整
備
常
任
委
員
会

	

県
外
視
察

12
日
～
13
日

	

Ｂ―

１
グ
ラ
ン
プ
リ
in
姫
路

	

鳴
海
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
完
走

16
日	

議
員
総
会

17
日	

日
独
交
流
百
五
十
周
年
記
念

	

事
業
菩
提
樹
植
樹

19
日	

新
創
か
つ
う
ら
市
政
報
告
会

21
日	

中
房
総
地
区
有
害
鳥
獣
関

	

連
要
望
書
提
出
に
同
行

22
日　

自
民
党
移
動
政
調
会

23
日	

勝
浦
タ
ン
タ
ン
メ
ン
船
団
入
賞

	

祝
賀
会

24
日　
夷
隅
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営

	

協
議
会

25
日　

県
議
会
開
会

26
日　

い
す
み
市
介
護
サ
ー
ビ
ス

	

事
業
者
連
絡
協
議
会
研
修
会

	

戸
坂
健
一
市
政
報
告
会

28
日　

自
民
党
第
11
選
挙
区
支
部

	

政
経
文
化
パ
ー
テ
ィ
ー

30
日　

墨
名
区
役
員
会

	

勝
浦
市
内
現
地
調
査

◆
12
月
◆

４
日　

養
老
渓
谷
晩
秋
の
集
い

５
日　

県
盛
会

	

介
護
問
題
対
策
議
員
連
盟

	

総
会

６
日　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
例
会

	

東
房
総
人
会
議

８
日　

平
成
会

13
日　

県
立
若
潮
高
校
の
存
続
を

	

求
め
る
請
願
書
の
提
出

20
日　

県
議
会
閉
会

　

行
動
録　
二
〇
一
一
年　

十
月
十
九
日
～
十
二
月
二
十
日

　12月13日に県議会伊藤議長に【千葉
県立若潮高等学校（総合学科）の存続を
求める請願書】が提出されました。
　２月議会にて審査されます。

●地元産業を支える人材を育成するため
に設置された本校は、水産業の担い手
を輩出し地場産業の振興に大きく貢献
しており、廃止は外房地域の水産業振
興にとっても大きな損失となること。

●現在は市内全地区をあげて存続を求め
る署名運動を展開中で、すでに1，500
名余の署名が集まっていること。

●通学や保護者負担の増大はもとより、
地域経済や産業へ大きな影響が及ぶ
ことも必至であり、統合計画を見直し、
勝浦若潮高校と海洋科学系列の存続を
求める。

　趣旨は概ね上記の通りで、請願者は勝
浦・興津・上野・総野地区区長会の会長で、
私が紹介議員となっております。

勝
浦
若
潮
高
校
の

　
　
　

統
廃
合
に
つ
い
て

千葉県立勝浦若潮高等学校

※
赤
文
字
の
行
動
は
本
誌
記
事
等
で
紹
介

　

し
て
い
ま
す
。



（2）

いっしん　vol.3

　明けましておめでとうございます。皆様には、旧年中、

大変お世話になりました。心より厚く御礼申し上げます。

　さて、昨年は、円高・デフレが一層顕著になり、加えて、

３月には千年に一度と言われる大災害に見舞われ、我が

国にとってはまさに苦難の年でありました。この国難と

も言うべき事態を克服し、世界の雄たる日本を再建する

ことこそが私どもに課せられた使命と心得ています。し

かし、現状を見るに、円高・デフレについてはおよそ無

為にうち過ぎ、被災地の復旧・復興は遅々として捗らず、

国政の場に身を置く者として、忸怩たる思いです。こう

した国の状況が勝浦・夷隅地域にも影を落し、沈滞を

助長しています。今年は何としても政権奪還を果し、私

ども自由民主党が責任を持って日本の将来を切り開く

役割を担いたい、年頭に当たりそう切望する次第です。

　地域の課題については、小高伸太県議と心を一つに

して、役割分担して、全力で市政、町政のサポートをし

てまいります。高規格道路の整備、農業・漁業インフラ

の拡充、地場産業や観光の振興、社会福祉や医療の充実、

教育環境の向上などに努めます。何とぞご指導、ご支

援のほど、よろしくお願い申し上げます。

衆議院議員

森　 英 介

謹賀新年

　昨年は本当に大変な年でした。三月十一日の東日本

大震災、それに端を発する放射能汚染や観光・農水産

物の風評被害。那智勝浦町をはじめとする紀勢地域で

は台風による甚大な被害も発生いたしました。

　また新聞発表で勝浦若潮高校の統廃合案が県教育委

員会から発表され、地元では戸惑いながらも、存続を

求める声が上がっています。猿田市長はじめ関係者の

皆様と連携し、統合計画の見直しを求めていきたいと

思います。

　そんな中、明るい話題もありました。

　勝浦市鵜原地先の産廃処分場建設について、反対活

動の成果が実り、業者には「みなし取り下げ」と判断が

下され、建設案は白紙に戻る形となりました。

　また「勝浦タンタンメン船団」がＢ－１グランプリに

おいて、関東大会で二位、全国大会で七位入賞する等、

千葉県勢として初出展でありながら好成績をおさめま

した。この快挙に心からお慶び申し上げるとともに、今

後ますますのご発展を期待いたします。

　新たな年を迎え、私たちにできることは何なのか、何

をしていくべきなのか考えながら、一歩ずつ確実に歩ん

でいきたいと思います。

千葉県議会議員

小 高 伸 太

謹んで新春の
ご挨拶を申し上げます

　昨年、市政にお寄せいただきましたご支援に対し厚

く御礼申し上げますとともに、新春を迎え、皆様のご

多幸とご健康をお祈り申し上げます。

　また、東日本大震災、そして原発事故に対しまして

国を挙げての取り組みが進められておりますが、一日

も早い復旧・復興、収束となりますよう心からお祈り

申し上げます。

　さて、多くの皆様からの力強いご支援とご支持を賜

り、昨夏より市政を担わせていただくことになり 早 

半年近く経ちました。この間、産廃最終処分場建設反

対活動にはじまり、新設の「市民会議」、「市長への手紙」

などを通じまして、皆様の貴重な御声を十分にお聴き

しながら「市民文化会館」建設事業をはじめ、魅力あ

ふれる勝浦市の実現に向け邁進しているところであり

ます。そういう中にあって、昨秋に勝浦若潮高校の統

合問題が持ち上がりました。高校は地域の教育拠点で

あり、シンボルでもあります。子どもたちのために地

域を挙げて統合計画の見直しを強く求めてまいります

ので、更なるご支援・ご協力を心よりお願い申し上げ

ます。　

勝浦市長

猿 田 寿 男

謹んで年始の
ご挨拶を申し上げます

　昨年は未曾有の大災害の年と成り、東日本大震災を

はじめ友好都市であります那智勝浦町の一日も早い復

興を衷心より願うばかりです。

　年も明け今年は辰年となり、辰は草木が成長して形

が整った状態を意味するとの事から安定した一年にし

たいものですが、国に於いては TPP 協議に参加の意向

を示しました。既に勝浦市議会では TPP 参加加盟に反

対する意見書を国に対して提出しており、勝浦市の基

幹産業である農業、水産業への影響を考えると今後も

一層の注視をしていく必要が有ると考えます。

　また昨年秋、突如として勝浦若潮高校の統合問題が

浮上し市民の皆様は大変驚いた事と思いますが、若潮

高校や生徒達が地域活性化の一助と成っている事は紛

れもない事実で有り、無くす訳には参りません。昨年

末より市議会の総力を挙げ県に対し統合撤回を要望し

ているところです。年頭から暗い話題ばかりとなりま

したが皆様の生活が干支のとおりの１年と成ります様、

新たな気持ちで市政に取り組んで参りたいと思います。

　結びに、皆様の御健勝と御多幸を心から祈念申し上

げ年頭の御挨拶とさせて頂きます。

勝浦市議会議長

丸　　 昭

謹んで新春の
ご祝詞を申し上げます
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　明けましておめでとうございます。
　皆様におかれましては輝かしい新年をお迎えのこととお喜
び申し上げます。また、旧年中は、御宿町行政に多大なるご
尽力をいただきましたことに、心より感謝申し上げます。
　さて現在の地域の経済状況は大変疲弊し、閉塞感漂う状況
であると認識しております。
　様々な諸問題が各市町に山積しておりますが事案によって
は個々に対応しても解決に至らない状況であると思います。
今こそ広域での自治体連携という視点で協力していくべきだ
と考えております。
　私からの提案は夷隅郡市議会議員勉強会・懇談会の開催。
現在、御宿町議会と大多喜町議会では夷隅郡議長会主催によ
る勉強会を開催しておりますが、勝浦市、いすみ市の議員の
皆様との勉強会は実施されていないのが現状です。個人的に
接点を持つだけではなく、広域連携という視点にたち、地域
の問題について意見交換するべきと考えていますし、議員と
しての力が問われていると思います。実現に向けて行動して
いきたいと思います。
　結びに本年が、地域の皆様にとりまして、素晴らしい年と
なります事を心よりご祈念し、年頭に当たりましての挨拶と
いたします。

御宿町議会副議長

白 鳥 時 忠

議会議員の
　連携について

　皆様には輝かしい新春をお迎えのこととお慶び申し

上げます。

　さて昨年は未曾有の東日本大震災により全国に影響

被害が広まり日本経済に大きな打撃を与えました。国

はこの国難に対し、災害からの復旧 ･ 復興を最優先課

題として日本再生の戦略を近々まとめるとしていま

す。今後、地方財政への影響も余儀なくされますが、

町づくりの方針をしっかりと定め、将来を見据え夢の

あるまちづくりを推進したいと思います。

　地方分権一括法が２０００年に施行され地方分権のも

とでの新しい国づくりがはじまり、そのきざしが全国

に見え始めています。地域にあって各自治体は、自ら

の富の創造はもとより共通課題について連携するのも

一つの方法と思います。少子化の中の人口減少、過疎

化の進行、これらに伴う定住化政策の推進など課題が

多くあります。ここで３・１１大震災を受けまして２市

２町の防災協定について今後提案いたします。喫緊の

課題として地域の活力を削ぐ勝浦若潮高校を含む学校

統合の問題について存続を求めてまいります。新年を

迎え夷隅郡市の発展と皆様のご多幸をお祈り致します。

御宿町長

石 田 義 廣

新年あけまして
おめでとうございます

　新年明けましておめでとうございます。

　皆様には、輝かしい新春をお迎えのことと心よりお

慶び申し上げます。

　まず、昨年３月１１日に発生した東日本大震災におい

て、被災された皆様にお見舞い申し上げますと共に一日

も早い復旧、復興を願っております。

　大多喜町では念願でありました役場新庁舎が昨年完

成し、旧庁舎についても、耐震補強工事を施し保健セ

ンター機能を有した中庁舎として残すよう整備してお

ります。皆様には何かとご不便をおかけしております

ことをお詫び申し上げます。

　自治体を取り巻く状況は、依然として厳しく、一層

の行政改革の推進と効率的な財政運営に努め、地域の

資源と特性を活かした町づくり、自立の町づくり、町

民が生き生きと生活できる環境づくりを進めて参る所

存でございます。町民の皆様には一層のご理解、ご協

力を賜りたくお願い申し上げます。

　結びに皆様の一層のご活躍とご健勝を心よりご祈念

申し上げ、新年のごあいさつとさせていただきます。

大多喜町長

飯 島 勝 美

謹んで新春の
お慶びを申し上げます

　昨年は、東日本巨大地震や、福島原発の事故、さら

には全国各地で発生した豪雨や地震により、多くの

方々が被災され、衷心よりお見舞いを申し上げますと

ともに、被災された地域の復興と、関係者の皆様の一

日も早い健やかな生活を心からご祈念申し上げます。

　さて、国内外で続く経済不況や雇用の悪化は、地方

の自治体としてもその行方を注視しながら町づくりを

進めなければならない状況です。

　町議会では、国からの交付金等が削減される状況下、

さらに議会の活性化を進めるとともに、「住民と町議

会の懇談会」など、様々な機会を通じて町民の意見を

伺い、限られた財源を有効に活かし町づくりに繋げて

まいります。

　人口減少、少子高齢社会を迎えている本町では、様々

な課題が山積していますが、夷隅地域や町の魅力、資

源を活かし、地域の発展と福祉の向上を目指して、町

民の皆様と力を合わせ、今年も全力で取り組んでまい

ります。

大多喜町議会議長

正 木 　 武

謹んで新年の
ご挨拶を申し上げます
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RECESS
　上巳（じょうし/じょうみ）と呼ばれる五節句の一つで、「お内裏さま」と呼ばれる

男雛や「お雛さま」と呼ばれる女雛を中心とする人形を飾り、桃の花を飾って祝う節

句祭りです。旧暦の３月３日は桃の花が咲く季節なので、桃の節句とも呼ばれるように

なりました。

　平安時代には紙で作った人形を川に流す「流し雛」がありましたが、江戸時代頃か

ら庶民の間にも広がり、飾り人形の他、災厄からの守り雛として祀られるようになっ

たと言われています。

　またこの日は女児が淑やかでゆかしい女性に育つよう願いを込めて、ちらし寿司や

蛤のお吸い物を食べたりする習慣があります。

　勝浦市では24年2月24日（金）～３月４日（日）まで『2012

かつうらビッグひな祭り』イベントが開催されます。

　浜勝浦の遠見岬（とみさき）神社の60段をひな壇に見立て、

1,200体の人形からなる60段飾りは夕暮れ時にはライトアッ

プされます。

　今年もメイン会場は旧行川小学校となり、その他にも市内各所に25,000体以上のひ

な人形が飾られます。

　また、期間中は、子どもたちが稚児の衣装で統一したひな行列、歩行者天国、各種

出店などのイベントもあります。

　御宿町では「第６回おんじゅくまちかど『つるし雛めぐ

り』」が2月17日（金）～3月4日（日）まで開催され、期間中は

町内の商店、協賛店などに御宿町商工会女性部等が制作した

つるし雛が飾られます。

　メイン会場となるおんじゅく屋では、つるし雛作成体験

コーナーや、つるし雛・あわび雛の販売、つるし雛制作キットの販売も行われます。

勝浦タンタンメン船団　Ｂ－１グランプリ全国大会７位入賞

おんじゅく海の花祭り

　１１月１２～１３日に兵庫県姫路市にて、Ｂ－１全国大会が開催されました。
　食を使った町おこしがテーマのＢ－１グランプリ。会場には２日間で５０万人を超す来場
者があり、その様子は新聞や雑誌、そしてテレビ等様々なメディアで取り上げられました。
　当日は勝浦市長も来場し、勝タンを食べて自ら投票もされました。
　小高事務所からもスタッフが参加し、ブログで当日の様子を写真や動画をまじえて紹介
していますので、ごらんください。

　【Ｂ－１レポートブログ（短縮ＵＲＬ）　前編 http://bit.ly/s6jpC8　後編 http://bit.ly/uEDfdo】

　勝浦市内には勝浦タンタンメンを販売している飲食店が４０店近く、また市外にも何店か
あり、それぞれが特徴のある勝タンを提供しています。
　タンタンメン船団監修の「食べつくしマップ」は小高事務所で
も配布していますので、ご希望の方はお声かけください。

　町おこしには、地域住民積極的な参加も必要になります。
　勝浦市ではこれからビッグひな祭り等のイベントも控えています。
　ともに元気な街になるよう、盛り上げていきたいと思います。

【問合せ先：勝浦市商工会　０４７０－７３－０１９９】

★ブログ公開しています★
千葉県議会議員小高伸太オフィシャルブログ

いっしん
http://blog.odakanobumoto.com/

◎携帯電話からも閲覧
　いただけます。
　（ホームページも
　　　作成準備中です）

　今年も２月１９日（日）に「おんじゅく海の花祭り」

イベントが開催されます。

　時間は１０：００～１５：００　会場は月の沙漠記念館前広場です。

　地元で摘みたてのスプレーストックや菜の花の配布の他、足

湯や青空市をはじめとする様々なイベントが予定されています。

そして御宿のマスコット「エビアミーゴ」も登場します！！

　なお、エビアミーゴグッズは月の沙漠記念館で販売中です。

　また、２月１日（水）～３月

３１日（土）まで「春のおんじゅ

く伊勢えび祭り」も開催。

　町内の協賛店で伊勢えび

グルメが楽しめます。

【問合せ先：御宿町観光協会

　　０４７０－６８－２４１４】

　ムーミン列車でお馴染みのいすみ鉄道は、これから花の中を

走る時期になります。

　地元のボランティアの方々が種まきや草刈等の手入れを行っ

ている菜の花は、例年２月中旬から４月中旬頃まで見頃を迎え、

また桜は３月下旬～４月上旬頃が見頃となっています（※気象

状況により開花時期は前後します）。

　菜の花は全線２６．８ｋｍのうち約１５ｋｍで開花するとのこと

で、ほぼ全線にわたり花の

風景を見ることができるそ

うです。

　カメラ片手におでかけし

てみませんか？

【問合せ先：いすみ鉄道株式会社

　　０４７０－８２－２１６１】

ご自身が食べるのに使ったお箸を勝タンＢＯＸ
に投票する猿田市長

菜の花満開　いすみ鉄道

勝浦

御宿 大多喜

『ひな祭りとは…』

祝

大勢のスタッフが協力して２日間で
８，０００杯を提供しました！

「熱血 !!　勝浦タンタンメン船団」は
７位に入賞し、ステージで表彰されました


